
 

 

                           201６年１０月２６日 

                       No. ２１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 10 月 26 日(水)、ＪＲ総連とＪＲ貨物労組は参議院会館にて、ＪＲ

総連推薦議員懇談会に所属する国会議員を中心に、総勢 30 名を越え

る国会議員と議員秘書に参加していただき、平成 29 年度税制改正に

関する要請を行ってきました。 

要請内容は、平成 28 年度末で期限を迎える「承継特例」「買換特例」

「鉄道事業に利用される軽油に対する特例」

についての延長を訴えると共に、ＪＲ発足か

ら現在に至るまでの経過と現状について、幅

広く意見交換を行ってきました。 

質問では、ＪＲ貨物を取り巻く構造的課題

についてもだされ、鉄道貨物輸送に対する関

心が高いことが示されました。今後、ＪＲ発

足 30 年を迎えるにあたっての構造的諸問

題についても、国会議員要請行動を行います。 

プロジェクターを使いＪＲ貨物の現状と要請内容について説明を行う佐々木政策部長 

働く者の立場からこれまでの努

力と課題を訴える相澤委員長 


